





Traces of Activities as Seen in On-the-Spot Survey
KAWASHIMA Hiroko
Abstract
I have been doing scholarly research on Clara Schumann for many years, and have read plenty of
books and papers about her.  Throughout the twists and turns in her life of glory, I really cannot help ad-
miring her way of life ― filled with profound vitality, despite much anguish. In this context, I conduct-
ed a field survey by visiting the places where she used to live and tracing her activities.  The reason for
this survey was that the vitality of Clara's activities and background would come to light more clearly.
In Germany, the places of residence have changed very often during the past 100 years, and there
are places where town streets have undergone great changes.  I started to make inquiries at local city
halls, checking out the addresses of Clara in the 1800's.  I found that she had lived at 14 different
places in her whole life, and at the same time she held countless concerts both in and out of the coun-
try.  Although it can be considered natural, judging from the vitality of Clara's activities and her pro-
found enthusiasm for the arts, reacting to and escaping from the burden of sorrow from losing her
mother, husband and children certainly stimulated her to action.  In this paper I explore the lifetime of
Clara Schumann and the background to her marvelous activities through an on-the-spot survey.






































Leipzig：① Hohe Lilie am Neumarkt
9月 13日　クララ生まれる。父フリードリヒ・ヴィークは楽器商兼ピアノ教師、母マリアンネはピア
ニスト。

















1831~32、作品 2．ワルツ形式によるカプリス集（Caprices en forme de Valse Op.2）を作曲。
ライプツィヒ、シェムニッツ、カールスバッド、シュネーベルクで演奏。
作品 3、ロマンスと変奏（Romance varié Op.3）を作曲。
ドレスデンへ演奏旅行。翌年 4月　にかけてマグデブルク、ヘルムシュテート、ブラウンシュヴァ
イク、ハノーヴァー、ブレーメン、ハンブルクに演奏旅行。
声とピアノのためのワルツ、ヨハン・ペーター・リーザーによる（Walzer für Gesang und Klavier, Text






















1833~35、作品 7．管弦楽（または五重奏）の伴奏付きピアノ協奏曲第 1番（Premier Concert pour le
Piano-Forte avec accompagnement d'Orchestre <ou de Quinour> Op.7）、
作品 4．ロマン的ワルツ集（Valses Romantiques Op.4）、
作品 5．4つの性格的小品（Quatre Pièces caractéristiques Op.5）を作曲。
ロベルトと会うことを父親に禁じられるが、ひそかに文通を続ける。
ナウムブルク、イエナ、ヴァイマールなど近隣の都市に演奏旅行。





作品 8、ベッリーニの「海賊の歌」にもとづく演奏会用変奏曲（Variations de Concert sur la Cavatine
du Pirate, de Bellini Op.8）を作曲。
3月　女性としては始めての「オーストリア帝王室室内楽奏者」の称号を与えられる。
ウィーン楽友協会名誉会員に指名される。











〃 ：　　③　Inselstraße 5 （現在の表示 18）
9月 12日　（誕生日の前日）ライプツィヒ近郊のシェーネフェルトで結婚式。ライプツィヒ市内の
Inselstraße 5に住む。
「海辺にて」、ロバート・バーンズの詩による（Am Strand, Text by Robert Burns）
「民衆歌」、ハインリッヒ・ハイネの詩による（Volkslied, Text by Heinrich- Heine）を作曲。
3月　ゲヴァントハウスで結婚後初めての演奏会。9月　長女マリーを出産。
「おやすみ」、フリードリヒ・リュッケルトの詩による（Die Gute Nacht,Text by Friedrich Rückert）、
作品 12、F.リュッケルトの「恋の春」からの 12の詩。ロベルトとクララ・シューマン作曲による声
とピアノのための作品（Zwölf Gedichte aus F.Rückert's Liebesfrühling für Gesang und Pianoforte von
Robert und Clara Schumann Op.12）の第 2，4，11曲を作曲。
2月　マグデブルク、ブレーメン、コペンハーゲンなどに演奏旅行。7月 ボヘミア地方に演奏旅行。
秋　ロベルト発病。
1840~42 作品 13、6つの歌曲（Sechs Lieder Op.13）
1841~42 ソナタ　ト短調（Sonate G moll）を作曲。
1月　ヴィークと和解。4月 二女エリーゼを出産。
「ローレライ」、ハインリッヒ・ハイネの詩による（Loreley, Text by Heinrich- Heine）、「別れのつらさ
よ」、フリードリヒ・リュッケルトの詩による（O weh des Scheidens, Text by Friedrich Rückert）、を作曲。
1月から 5月　ロシアへ演奏旅行。ロベルトの病いが重くなる。
作品 14、スケルツォ第 2番（Deuxiéme Scherzo Op.14）、1840~44 作品 15、4つの幻影（Quatre Pièces
Fugitives Op.15）即興曲（Impromptu）を作曲。




























「わが星」、「別れのとき」、フリーデリーケ・ゼレの詩による（O du mein Stern,Beim Abschied, Text by












Düsseldorf ：　　⑥ Alleestraße 782（現在 Heinrich- Heine- allee 44）
9月　ロベルトがデュッセルドルフの音楽監督となり、デュッセルドルフに移り住む。
11月　デュッセルドルフでソロコンサートを開催。













作品 20、ロベルト・シューマンの主題によるピアノのための変奏曲（Variationen für das Pianoforte
über ein Thema von Robert Schumann Op.20）
作品 21、3つのロマンツェ（Drei Romanzen Op.21）、
作品 22、ピアノとヴァイオリンのための 3つのロマンツェ（Drei Romanzen für Pianoforte und Violine
Op.22）、ロマンツェ　イ短調（Romanze A moll）、
作品 23、ヘルマン・ロレットの「ユクンデ」からの 6つの歌曲（SechsLieder aus Jucunde von 
Hermann Rollet Op.23）



















































































































































小曲集（Vorspiele）、プレリュードと学習者のためのプレリュード集（Präludium und Präludien für
Schüler）をまとめる。













集まる場所となっていた。1819 年 9 月 13 日にクララ誕生。
2．1．2 ② Grimmaische Gasse 36 （現在 Salzgäßchen）
1821 年、ヴィークは家族が増えるため Neumarktからはすぐ近くに位置し（徒歩で約 5分）、








ベルトは 1829 年ハイデルベルクの大学で法律を学ぶが、1830 年再びライプツィヒに戻りヴ
ィークの家に住み込んで音楽に専心する。












































2．1．6 ③ Inselstraße 5
現在の住所表示では Inselstraße 18 になっている。1840 年 9 月 12 日（クララ 21 歳の誕生
日の前日）に結婚した後、ライプツィヒ東部（街の中心部から約 1km）に位置する
Inselstraße 5 の家の 2 階フロア―を借りて住む。当時は丁度出来たばかりの新しい家で、小
さなサロンコンサートを開けるスペースのある居間や仕事部屋があり、ロベルトはこの家で





ロベルトはピアノとスコア・リーディングの教授として務める。また 1844 年 8 月にはクラ
ラもライプツィヒ音楽院の教授に加わったが、ロベルトの病状の悪化に伴い、共にこの職を
退く。夫婦はこの家に 4年間住み、長女マリーと二女エリーゼが産まれている。ロベルトは



























2．2．2 ⑤ Reitbahngasse 20









2．3．1 ⑥ Alleestraße 782
現在の住所表示では Heinrich- Heine- allee 44, Grabenstraßeとの角に位置する。
1850 年 9 月、ドレスデンから移転。この場所は街の目抜き通りに位置し、デュッセルド
ルフの中心部に当たる。ロベルトがデュッセルドルフの市民オーケストラと合唱団の音楽監
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2．3．2 ⑦ Königsallee 252, 4
現在の住所表示では Königsallee 46。1851 年 7 月、以前より静かな家（アパート）に引っ




1852 年 4 月、それまで住んでいた家が持ち主によって売られるため、仕方なく Herzogstraße
に引っ越すが、街の中心からやや離れているため、8月末にはまた移転する事になる。
2．3．4 ⑨ Bilkerstraße 1032
現在の表示では 15。1852 年 9 月から 1855 年 8 月までこの家に住む。この家でクララはロ
ベルトに遠慮なくピアノに向かう事が出来る階上の 1室を持てるようになった。それまでは
ロベルトの仕事の合間を縫って練習していたようだ。20 歳のブラームスがシューマン夫妻
を訪れたのもこの家である（1853 年 10 月）。当時“シューマン先生”に師事するために訪
れる若い作曲家たちは多く、ブラームスもその中の一人であった。ロベルトは「天才、ブラ
ームスが来訪」と日記に書き、「新音楽時報」に賞賛の言葉で紹介している。ロベルト自身











2．3．5 ⑩ Poststraße 1315
現在の表示 27、Haroldstraßeとの角。ロベルトがエンデニヒの精神病院に入った後、広い






（左）1852 / 1853 ロベルトが音楽監督を務めたコンサートのプログラム。1853 年 3 月 3 日、クララがベー
トーヴェンのピアノ協奏曲を演奏。










ったが今はこの通りの東にあるデュッセルドルフ中央駅に移っている。1950 年 9 月 2 日、
シューマン一家が到着した際、ここで歓迎祝賀を受けた。
ホテル・ブライデンバッヒャーホーフ　Alleestraße777（現在の Heinrich- Heine- allee）：




行の場所）： 1850 年 9 月から 1851 年 6 月までのシューマン一家の最初のアパート。
Königsallee 252,4（現在 46、パフラート画廊の場所）： 1851 年 7 月 6 日、新しいアパー
トに於いて、シューマンの“バラの巡礼”の上演による音楽サロンの落成。
Herzogstraße： 1852 年 4 月から 8月までのシューマン一家のアパート。
Bilkerstraße 1032（現在 15）：このアパートにシューマン一家が 1852 年 9 月 1 日から
1855 年 8 月初めまで住んだ。ほぼ完全に保存されているデュッセルドルフで唯一の住居。
Poststraße 1315 （現在 27、Haroldstraßeとの角）： 1855 年 8 月 6 日から 1857 年 9 月ま
で、ここにクララは子供達と住んだ。同じアパートの 1階にブラームスも住んでいた。
キュルテンシャー・ザール： Berger Straße クララはこのホールで度々演奏会を行ってい
た。
ガイスラーシャー・ザール： Flingersteinweg（現在 Schadowstraße;旧トーンハーレ）1852



























































2．6．1 ⑫ Lichtental Nr.14
現在の住所表示は Hauptstraße 8。1862 年 10 月、友人である名歌手ポーリーヌ・ヴィアル





2．6．2 ブラームス・ハウス Lichtentaler Allee 136
現在の住所表示はMaxmilianstraße 85。ブラームスは 1863 年から 1874 年まで、夏の数週
間あるいは数ヶ月をバーデン・バーデンに滞在する事が多かった。1865 年からは現在「ブ
ラームス・ハウス」と呼ばれているこの家に部屋を借りていた。この家はクララの住居前の






2．7．1 ⑬ In den Zelten 11
街の中央、ブランデンブルク門のすぐ西、現在のコングレスハレ（会議場）のすぐ近くに




ギールが 1872 年 3 月にベルリンで亡くなっており、この二人の息子の傍にいることも、ベ
ルリンを選んだ理由と思われる。
2．8 Frankfurt am Mainフランクフルト・アム・マイン
2．8．1 ⑭ Myliusstraße 32























1840 年から 1854 年の 14 年間の結婚生活において、8度の出産、子育て、病弱な夫への気
配りに加え、夫ロベルトの仕事の補佐、研究、作曲、指導といった仕事をこなし、クララの
生涯の中では比較的演奏活動が少ない時期であるが、それでもこの 14 年間に 139 回もの公
開演奏会を行い、常に妊娠しているような状態であった。




一人につき 1ヶ月約 20 万円必要）、家庭教師、家政婦など、後には孫の養育費もクララの肩
にかかっていた。これらの費用を作るために驚異的な演奏会スケジュールをこなしていたこ
とは充分に考えられるが、クララ自身友人に「音楽に没頭し、忙しく仕事をしている時、悲





7  月 
8  月 
10月16日 
        19日 
        23日 
        27日 
11月  3日 
          4日 
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1856年5月27日～6月26日の演奏プログラム  8） 
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      13日 
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      20日 
　 




      26日 
 
　　　　　   場所 
　 












Hanover Square Rooms (London)
　 









　　　　　　　　　　　　　　  　  曲目 
　 
Bach: Prelude and Fugue in A minor
Chopin: Nocturne in C minor, Polonaise in A flat
Mendelssohn: Presto scherzando
Schumann: Jagdlied Op.82, Schlummerlied Op.101
　 
Beethoven: Sonata Op.26
Chopin: Nocturne in E flat, Impromptu A flat
Mendelssohn: Lieder ohne Worte, Variations sérieuses




Beethoven: Sonata Op.31 No.2
Chopin: Nocturne in E flat, Impromptu A flat
Mendelssohn: Lieder ohne Worte, Variations sérieuses
　 
Chopin: Barcarolle Op.60, Deux valses Op.64
　 
Beethoven: Sonata Op.27 No.2




Scarlatti: Clavierstücke in A major
Beethoven: ”Eroica”Variations
Bennett: Two Diversions Op.17
Brahms: Sarabande and Gavotte (in the style of Bach)
Clara Schumann: Variations on a Theme of Robert Schumann Op.20
Schumann: Carnaval
　 
Schumann: Piano Quartet Op.47
　 
Moscheles: Hommage à Handel for two pianos
　 
Beethoven: Sonata in G major for violin and piano
Chopin: Nocturne in E flat
Mendelssohn: Lieder ohne Worte
　 
Bach: Chromatic Fantaisie and Fugue
Beethoven: Sonata Op.27 No.1
Chopin: Etude
Henselt: Berceuse and etude
Schubert: Two Moments musicales
Mendelssohn:  Variations sérieuses
Schumann: Romance Op.32,
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